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任
期
満
了
に
伴
う
横
浜
市
長
選
挙
は

３
月
31
日
投
票
、
即
日
開
票
の
結
果
、

無
所
属
新
人
で
前
衆
議
院
議
員
（
無
所

属
の
会
、
神
奈
川
８
区
・
横
浜
市
青
葉

区
・
川
崎
市
宮
前
区
）
の
中
田
宏
氏

（
37
）
が
接
戦
の
末
、
無
所
属
で
四
選

を
目
指
し
た
現
職
の
高
秀
秀
信
氏

（
72
）
＝
自
民
・
創
価
学
会
（
公
明
）
・

民
主
の
一
部
・
社
民
・
保
守
推
薦
＝
ら

三
氏
を
破
り
、
初
当
選
し
た
。 

当
日
有
権
者
数
は
２
７
５
万
０
０
４

４
人
。
投
票
率
は
39
・
35
％
で
前
回

34
・
11
％
を
５
・
24
％
上
回
っ
た
。 

政
令
都
市
市
長
と
し
て
は
史
上
最
年

少
と
な
る
。 

中
田
氏
は
、
情
報
公
開
の
徹
底
、
行

政
改
革
な
ど
を
公
約
に
掲
げ
、
高
秀
氏

の
多
選
批
判
と
市
政
の
刷
新
を
訴
え

た
。 立

候
補
表
明
が
告
示
の
17
日
前
と

出
遅
れ
た
も
の
の
、
民
主
党
の
「
首
長

の
四
選
禁
止
」
を
貫
く
同
党
の
一
部
市 

 

         

議
（
民
主
党
横
浜
み
ら
い
・
小
幡
正
雄
・ 

金
沢
区
４
期
・
飯
沢
清
人
・
都
筑
区
２

期
・
岡
本
英
子
・
栄
区
２
期
・
菅
野
義

矩
・
青
葉
区
３
期
・
佐
藤
行
信
・
旭
区

２
期
）
や
国
会
議
員
（
佐
藤
謙
一
郎
・

松
沢
成
文
・
岩
国
哲
人
民
主
党
副
代
表
）

の
支
援
を
得
な
が
ら
、
若
者
を
中
心
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
選
挙
を
展
開
、
衆

院
選
の
地
盤
だ
っ
た
市
北
部
の
強
い
支

持
に
加
え
、
現
市
政
の
批
判
票
を
と
り

こ
む
な
ど
無
党
派
層
の
票
を
掘
り
起
こ

し
た
。 

           

 

                                         

 

                                        

横
浜
市
会
四
月
臨
時
会 

中
田
新
市
長 

（
第
28
代
） 

就 

任 

の 

挨 

拶 

市
会
臨
時
会
が
11

日
午
前
10

時
か

ら 開
か
れ
、
中
田 

宏
新
市
長
が
市
会
に

対
し
就
任
後
初
の
挨
拶
を
し
た
。 

挨 

拶 

の 

要 

旨 

こ
の
度
、
横
浜
市
長
に
就
任
し
た
中

田 

宏
で
あ
り
ま
す
。
本
日
市
会
臨
時

会
に
お
き
ま
し
て
市
民
の
代
表
で
あ
る

皆
様
方
に
ご
挨
拶
さ
せ
て
頂
く
事
を
光

栄
に
存
じ
ま
す
。 

私
は
さ
る
市
長
選
挙
に
於
い
て
新
た

な
る
選
択
を
し
て
下
さ
っ
た
市
民
の
皆

様
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
私
自
身
そ
の
意
味
の
重
た
さ
を
真

摯
に
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。 

私
も
同
席
頂
い
た
方
々
を
は
じ
め
、

全
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
背
く
こ
と

が
な
い
よ
う
、
謙
虚
に
、
か
つ
、
勇
気

を
持
っ
て
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
す
。 

「
目
先
の
損
得
で
は
な
く
、
長
い
目

で
見
て
何
が
市
民
の
た
め
に
な
る
の
か

と
い
う
事
を
提
案
す
る
よ
う
努
め
て
き

ま
す
」
「
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
伝
統
、

行
政
運
営
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
代
に
向

け
た
都
市
経
営
に
全
力
を
尽
く
す
決
意

で
す
」
「
情
報
公
開
の
徹
底
」
「
市
民

参
加
の
市
政
の
実
現
」
「
山
積
す
る
課

題
の
一
つ
ひ
と
つ
に
，
市
会
の
皆
様
を

は
じ
め
、
市
民
、
職
員
の
衆
知
を
集
め

て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど
。 
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あ
れ
か
ら
７
年
４
カ
月
（
平
成
14
年
４
月
15
日
・
第
４
３
９
号
・
再
掲
） 

横
浜
市
長
に
中
田 

宏
氏 

初
当
選 

政 

令 

市 

長  

37
歳 
最 

年 

少 

投
票
率
39
・
35
％ 

高
秀
氏
に
僅
差
の
勝
利 

 

 
当 中 田  宏 
４４２、０５５ 
高 秀 秀 信 

４２５、３４８ 
松 川 康 夫 

１５８、０８８ 
稲 垣 隆 彦 
３４、８５５ 

 

 

こ
の
新
鮮
な
笑
顔
が
、
奈
々
嬢
の
出
現
で
醜
い
顔
に
変
貌
し
、
敵
前
逃
亡
と
は
想
定
外
。 

平
成
14
年
３
月
31
日
、
中
田 

宏 

新
市
長
は
当
選
の
喜
び
に
満
面
の
笑
み
を
み
せ
た
。 

平
成
21
年
８
月
20
日
、
奈
々
嬢
を
撮
影
。
辞
任
会
見
や
退
庁
挨
拶
時
に
も
出
席
。 
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中
田
宏
と
華
鈴
灯
の
奈
々
嬢
と
の

不
倫
疑
惑
解
明
の
請
願
は
２
人
を
除

き
全
議
員
が
不
採
択
と
し
た
。 

中
田
市
長
生
み
の
親
と
も
云
う
べ

き
、
第
48
代
横
浜
市
会
副
議
長
小

幡
正
雄
議
員
が
、
横
浜
市
会
に
中
田 

市
長
に
対
す
る
不
倫
疑
惑
解
明
の
請

願
記
録
を
纏
め
て
横
浜
地
方
裁
判
所

に
平
成

20

年

12

月

21

日
、
提
出

し
、
天
下
の
さ
ら
し
者
に
し
た
。 

平
成
18
年
２
月
27
日 

陳
情
書 

市
長
の
疑
惑
報
道
に
関
す
る
件 
 

平
成
18
年
８
月
23
日 

請
願
書 

市
長
の
疑
惑
報
道
に
関
す
る
件 

平
成
18
年
10
月
12
日 

請
願
書 

市
長
の
疑
惑
報
道
に
関
す
る
件 

平
成
18
年
12
月
22
日 

請
願
書 

市
長
の
疑
惑
報
道
に
関
す
る
件 

平
成
19
年
５
月
１
日 

請
願
書 

市
長
の
疑
惑
報
道
に
関
す
る
件 

平
成
19
年
５
月
30
日 

請
願
書 

市
長
の
疑
惑
報
道
に
関
す
る
件 

平
成
19
年
10
月
５
日 

請
願
書 

市
長
の
疑
惑
報
道
に
関
す
る
件 

平
成
20
年
１
月
10
日 

請
願
書 

市
長
の
疑
惑
報
道
に
関
す
る
件 

平
成
20
年
５
月
29
日 

請
願
書 

 

市
長
の
疑
惑
報
道
に
関
す
る
件 

平
成
20
年
11
月
21
日 

請
願
書 

市
長
の
疑
惑
報
道
に
関
す
る
件 

******************** 

▽ 

敵
前
逃
亡
（
辞
任
）
の
深
層 

華
鈴
灯
の
奈
々
嬢
を
中
田 

宏
に

紹
介
し
た
の
は
、
陳 

正
堂
氏
と
公

金
詐
取
の
塩
原
和
夫
ヨ
コ
ハ
マ
会

会
長
で
、
華
鈴
灯
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
利
権
獲
得
密
談
（
リ
ス
ト
の
北
見

氏
・
北
原
氏
・
近
沢
氏
・
暴
力
団
の

最
高
幹
部
等
々
）
の
様
相
は
細
部 

に
わ
た
り
裏
づ
け
や
検
証
済
み
。

奈
々
嬢
を
ダ
シ
（
結
婚
詐
欺
の
慰 

謝
料
請
求
３
，
０
０
０
万
円
）
に
利

権
屋
（
申
請
の
許
可
を
条
件
に
）
が

群
が
り
、
裁
判
取
り
下
げ
と
慰
謝
料

３
，
０
０
０
万
円
立
替
払
い
の
話
が

水
面
下
で
数
回
行
わ
れ
て
い
た
。 

嫌
気
が
差
し
た
か
（
恐
れ
た
か
）

中
田 

宏
は
利
権
屋
に
慰
謝
料
の
立

替
払
い
を
拒
否
（
理
由
「
三
選
出
馬

し
な
い
」
だ
っ
た
。
）
し
た
。 

辞
任
は
今
年
始
め
に
決
断
と
記

者
会
見
で
述
べ
た
が
、
３
月
頃
（
利

権
屋
と
の
交
渉
決
裂
）
で
あ
る
。 

▽ 

主 

筆 

の 

眼 

 

主
筆
は
詳
細
を
知
り
、
確
認
を
取

っ
た
結
果
、
事
実
と
判
明
し
た
。 

 

公
表
す
れ
ば
、
中
田 

宏
個
人
だ

け
で
は
な
く
、
汚
職
事
件
に
発
展
す

る
可
能
性
も
あ
り
、
今
回
は
辞
任
の

深
層
だ
け
に
と
ど
め
て
お
く
。 

 

ヨ
コ
ハ
マ
会
が
中
田 

宏
を
抹
殺

し
た
事
を
付
記
し
て
お
く
。 

 
中
田 

宏
の
賞
味
期
限
切

れ
。 

                                         

 

 
 

中
田 
宏 

横
浜
市
長
、
３
６
７
万
市
民
に
向
け
て
最
後
の
挨
拶
を
し
た
言
葉
は
白
々
し
く
、

引
か
れ
者
の
小
唄
に
聞
こ
え
た
。
奈
々
嬢
の
出
現
に
「
事
実
無
根
・
ほ
ん
と
う
な
ら
、
ベ
イ
ブ
リ

ッ
ジ
で
逆
立
ち
し
ま
す
」
と
大
言
壮
語
し
、
し
っ
か
り
と
結
末
（
辞
職
・
敵
前
逃
亡
し
た
）
ま
で

見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
（
平
成
20
年
12
月
26
日
、
局
区
長
会
に
お
け
る
市
長
コ
メ
ン
ト
） 

指
入
れ
合
コ
ン
で
は
な
く
、
看
護
学
校

の
生
徒
と
ホ
テ
ル
で
パ
ー
テ
ィ
を
し
た
だ

け
で
す
。
（
陳
正
堂
氏
） 


